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平成２４年１２月定例会
１２月１２日 一般質問質疑応答状況

質 問 者 質問事項・内容 答 弁 者 答弁内容（検討事項） 検討・対処結果
石川議員 三宅町長 ・第５次川本町総合計画にかかげた４分野に厳①来年度の予算編成について

・本年度の予算については町長 選し、優先的に配分する新たな予算編成手法を
の思い、考えが入ってないと考 導入した。
えるが、町長選での公約、基本 １ 『医療福祉の充実』の分野では、公約の柱.
理念の実現に向け、２５年度予 の一つでもある「盤石なる高齢者対策の確保」
算は町長の真価がとわれる場面 に向けた地域医療の充実策や医療費負担の軽減
である。特にどのようなことに 策。
力点をおいた予算編成をされる ２ 『雇用の場の確保』の分野では 「小さな. 、
のかお聞かせいただきたい。 町からの新たな町おこし」に向けた農業の６次

産業化の一層の推進策の検討。
３ 『居住空間の整備』の分野では、公営住宅.

の入居の促進に向けての要件緩和。
４ 『子ども教育の充実』の分野では、地域力.

を活かした人間力の形成に寄与する小中一貫教
育を図るための研究、また、島根中央高校の一
層の魅力化に向けた支援策の検討。その他道路
改良、防災対策など町民生活に直結する重要課
題等、スケジュール感をを持ちながら、職員の
創意工夫を引き出し、一緒に知恵を絞りながら

。メリハリを効かせた予算編成をやり他と考える
、

・町施設のスロープ化及びバリアフリー化につ②障がい者にやさしい町づくり 木村健康福祉課長
。について いては３６施設の内２６施設にスロープを設置

・体が不自由な方が、町施設を １２施設がバリアフリー化している。役場につ
利用される際のスロープ化、バ いては、スロープ、バリアフリー化とも整備し
リアフリー化が十分に整備され ており、障害者用トイレやオストメイトも整備
ているか伺う。また、目の不自 したところである 「すこやかセンター」や「イ。
由な方への点字表示、聴覚に障 ンフォメーションセンターかわもと」にもスロ
がいを持った方への安全対策等 ープ、バリアフリー化、障害者用トイレ等整備
について町の考え 実情を伺う されている。また、集会所については、２４カ、 。

所の内１４カ所にスロープ、１カ所がバリアフ
リー化されている。次に、目の不自由な方への
点字表示と聴覚に障がいを持った方への安全対
策等については、視覚障害者へのサービスとし
て「社会福祉法人わかば会」が実施、１１月か
ら「社会医療法人仁寿会」がサービスを開始、
町から発送する全ての定形封筒に点字表示を印



- 2 -

字している。
聴覚障害者へのサービスについては、手話奉

仕員が１名、要約筆記奉仕員は現在養成中であ
る。今後は、川本町自立支援協議会での検討を
行いながら、障害者福祉計画、第５次川本町総
合計画並びに財政状況等を踏まえ、実施に向け
て検討していきたい。

高良議員 ・本町での取り組みについて、現在、通級指導子育て支援について問う 谷川教育課長
・現在、行われている学ぶ環境 学級の開設、ＡＬＴの積極的な活用、小学校へ
の整備、能力の向上に結びつく の学習支援員の配置また、体力向上事業等々、
施策と今後、実施予定の施策を 様々な角度から学校現場共々努力している。今

、 、問う。 後は 第５次総合計画を一つの母体としながら
学校への支援と学校外での可能な支援に取り組
んでいく予定である。

片岡議員 三宅町長 ・第５次川本町総合計画にかかげた４分野に厳①第５次総合計画の具現化につ
選し、優先的に配分する新たな予算編成手法をいて問う

・平成２５年度の予算編成は、 導入した。
一般財源を２％削減を前提とし １『医療福祉の充実』の分野では、公約の柱.
たマイナスシーリング編成とし の一つでもある「盤石なる高齢者対策の確保」
て、この圧縮額を「医療福祉の に向けた地域医療の充実策や医療費負担の軽減
充実 「雇用の場の確保 「居 策。」、 」、
住空間の整備 「子ども教育の ２『雇用の場の確保』の分野では 「小さな」、 、.
充実」に重点的に充てるとある 町からの新たな町おこし」に向けた農業の６次
が、現状で具体的に見えている 産業化の一層の推進策の検討。
ものがあれば説明をお願いした ３『居住空間の整備』の分野では、公営住宅.
い。また、予算規模はどれぐら の入居の促進に向けての要件緩和。
いか併せて答弁願いたい。 ４『子ども教育の充実』の分野では、地域力.

を活かした人間力の形成に寄与する小中一貫教
育を図るための研究、また、島根中央高校の一
層の魅力化に向けた支援策等、約２千万円をソ
フト事業を中心に充当していくことを想定して
いる。また、今後、横断的かつ総合的な検討が
必要な取り組みについては、必要な事業の選択
と集中を徹底していきたいというふうに考えて
いる。

三宅町長 ・川本町誌等を紐解いて見ても、歴史的な価値②温湯城の歴史的価値と観光資
を問う場合には客観的な判断材料が必要である源としての可能性を問う

・商工会地域振興委員会が町の と考えられる。しかしながら、客観的な価値観
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活性化したいという思いを胸に とは別に、ふるさとの歴史を知り、その時間の
温湯城跡を探索された。そうし 流れの中に暮らす我々にとって、これらの資源
た中、本町には「温湯城 ・ 赤 を積極的に活用することは望ましいことである」「
城 ・ 青岩城」と３つの城跡が と考えられる。」「
トライアングルのように存在し 観光資源としての可能性については、将来、、
それぞれの役割を果たしてきた 真の観光資源たるよう温湯城のポテンシャルを。
今後観光資源としての整備を、 総合的に高めていく方策について、今後、商工
町としてバックアップ体制は考 会や観光協会など関係団体、機関と検討してい
えられないか、尋ねる。 きたいと考える。


